
ちゃれきんぐ
こどもの笑顔をふやすためのマガジン
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てとてを

文：坂口 絵里

子ども達が経験することはいつの間にか家庭の外での方が多くな

る。

人はそれぞれの発達段階に合わせて自分の周りにいる人間とくっ

ついたり離れたりすることを覚え始める。

離れることに対して、はじめは恐怖心が強い。保護者の前では元

気いっぱいでやんちゃでも、少し離れると、泣きじゃくる。初め

はそばで見ていて欲しい。その次は少し離れたところで見守って

欲しい。その次は見えない所でつながっていることを感じたい。

そうして、保護者以外の人とつながることも安心に変えられる。

保護者以外に安心を感じらえるオトナがいると大丈夫になる。次

に一緒に頑張る友達がいると大丈夫になる。

もちろん、そうなっても、見えない所にいる保護者を感じられる

ことが大切である。

人は成長に合わせて人とつながることを経験する。この経験を積

み重ねることで、ちょっとカッコよくなる。

カッコよくなった自分を褒めてもらいたい。だからたくさん話を

する。保護者はいつか、見守る人から聞く人にかわる。

そうやってこどもはつなぐ手の数を増やしていく。

今から20年後、自分がした
ことよりもしなかったことに対しても

っとがっかりすると思う。

2 0 2 2  地球遊び
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だれと手をつなぎ、だれと何を感じたかをどれだけ宝物にできて


も、「あの時しておけばよかった」と思うことは増えていく。だ


から、がっかりすることを少しでも減らすためにたくさんのこと


を経験してほしい。得意、不得意ではなく、経験しておくことを


始まりにして、がっかりを減らして欲しい。

だから私たちは、たくさんのイベントを考える。こども達の今の


笑顔を増やし、将来のがっかりを減らすために。

無論、普段のレッスンでも、こども達の「えっへん！」のドヤ顔


を導き出し、「聞く人」にその手を返す。

こども達の手を大切にし、こども達が強く握り返し、「もう、必


要ないよ」と振り払われる時を楽しみに今日もこども達の経験を


また一つ増やす。その積み重ねは20年後子どもたちの「がっか


り」を減らすことに必ずつながると信じて。



0.1点を

もぎとる

4

どれだけ意識しても曲がってしまう足の指。 

この足の指の形で0.1点変わってしまう。
目指しているのは決して難易度の高い技では 

ない。

0.1点をもぎ取るつま先だ。

体の細部まで意識を持っていくトレーニング 

は自然と人間を逞しくする。

とっとりジョイナススポーツクラブ(器械体操)



学校の代わりは学校
以上を目指す。

ちゃれ

すく

ーる

フリースクール
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ちゃれきんぐのTRAMBOULには、鳥取県で


初めて教育委員会(鳥取県、鳥取市、岩美


町、湯梨浜町、八頭町)に認定された「不登


校児童生徒が通う民間施設」が併設されて


いる。名前は「ﾌﾘｰｽｸｰﾙ ちゃれすくーる」。

「だれでも不登校になる可能性はある」と


私は考えている。もちろん皆が元気に学校


へ通って欲しいとは思っている。しかし、


友達のこと、学習のこと、お家でのこと、


先生とのこと、などなど様々な悩みや苦し


みは多かれ少なかれ誰でも持っていると思


う。大人になってもそういった悩みは尽き


ないとも思っている。

不登校になるというのは、「状態」のこと


である。よって、その状態を心地よいもの


に変えることができれば「不登校」という


状態は改善される。しかし、この「状態」


を変えることは自分ではどうにもできな


い。だから、誰かの力が必要になる。ちゃ


れすくーるはその力になる場所である。不


登校状態になると本人だけでなく保護者も


困る。なぜ困るのかというと、この「状


態」がいつまで続くのか分からなくて不安


になるからである。なので、ちゃれすくー


るは保護者のためにも存在している。

学校ではどうにもできない状態、ご家庭で


はどうにもできない状態を改善する方法を


一緒に考えることがちゃれすくーるはでき


る。

ちゃれすくーるは常に本人と保護者に寄り


添い、大切な命のためのお手伝いをしま


す。

ちゃれすくーるの詳細はちゃれきんぐのホームページから

https://www.kodomo-sports.com/free/
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ちゃれきんぐの軌跡
ちゃれきんぐ株式会社の創業者飯塚淳は自身の故郷を離れ、鳥取の子ど
も達の笑顔のために体操教室を開業しました。

1995年　飯塚体操教室開業
1998年　チャレキングスポーツクラブに改名
2009年　ちゃれきんぐ株式会社設立
2018年　TRAMBOUL 運営開始
2019年　ﾌﾘｰｽｸｰﾙ「ちゃれすくーる」運営開始
　　　　 放課後等デイサービス「marble  pot」運営開始
2021年　carsalon「OLD」運営開始
2022年　職業訓練校  R³academy 運営開始

幼児施設での体育指導
現在鳥取県内47施設で体育指導をさせていただいています。

歴史は

常に進

歩する
すべては子ども達の

笑顔ために

ちゃれきんぐ株式会社  代表取締役 間屋口貴仁

受託事業
とっとり元気キッズ体力向上支援事業(小学校)
鳥取県幼児の運動能力向上事業(幼児施設)
鳥取県フリースクール連携推進事業

アスリート育成事業
ちゃれきんぐでは、体操競技(器械体操)と陸上競技のアスリート育成を行って

います。将来のオリンピアンを目指して日々努力しています。

ちゃれきんぐの歴史はとまらない

鳥取県東部で唯一自前の施設を持ち活動を続けるちゃれきんぐ。
習い事としての体操教室は今、教育、福祉、人材育成と人を育て、人を支える
企業へと成長している。小さな町の小さな体操教室は、この地で育つ子どもた
ちの笑顔のためにこれからも歩み続ける。


